織物の工程、その起源から

織物は世界中に存在し、その素材、模様、複雑さには数え切れないほどのバリエーションがあるが、そのすべての過程に共通するアプローチは、経緯に糸を重ねることである。つまり、縦糸と横糸を交互に重ねるのである。

日本では、7,200～5,400年前の縄文時代前期に越後アンギンと呼ばれる苧麻（ちょま）の繊維で織られた素朴な布が織物文化の起源とされている。初期の織り手は、台の上に切り欠きのある木の梁を置き、両端を石で縛った荒い植物繊維の糸をぶら下げた原始的な織機を使っていた。この錘のついた経糸はたくさんの溝によって固定され、織り手はその間に一本の緯糸を置く。交互に並んだ縦糸の石が持ち上げられ、その糸が横糸の上を反転しながら動き、織りが生まれる。

機織り技術が高度になると、アンギンのより繊細な織物の子孫である越後上布が登場した。植物の繊維を紡錘車（ぼうすい）で撚（よ）ることで、より細く丈夫な糸ができることを発見したのだ。さらに、紀元前2世紀ごろには本格的な織機が登場し、機織りそのものがより速く効率的になった。その決定的な違いは、綜絖（そうこう）という緯糸（よこいと）を横切るように挿入された棒を使うことで、一連の経糸（たていと）を同時に持ち上げ、糸を通した杼（ひ）を通すことができるようになったことだ。

このようなささやかな始まりから、十日町の織物は進化し、機械化された織機、細番手の絹織物、経糸と緯糸の模様だけでなく、均一に波打つ縮緬を作るために強く撚られた糸を使った複雑な織物へと拡大してきた。
